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ッシュ・フロー計算書J (1987年11月)が，イギリスでは，会計基準審議会 (ASB) の財務報
告基準書第 1 号「キャッシュ・フロー計算書J (1991年 9 月〉が公表されており，キャッシュ
.フロー計算書が貸借対照表や損益計算書と並ぶ財務諸表のーっとして位置づけられている。





( 1) Financial Accounting Standards Board, Statement of Financial Accounting Standard 
No. 95, Statement 01 Cash Floω's (F ASB, November 1987). 日本公認計士協会国際委員会訳
『財務会計基準書第95号資金収支計算書』。
Accounting Standards Board, Financial Reporting Standard No. 1, Cash Flow Statements 
(ASB, September 1991). 
International Accounting Standards Committee, International Accounting Standard 7 (revised), 
Cash Flow Statements (IASC, October 1992). 
なお，資金情報の開示に関するイギリス，アメリカ，国際会計基準，および日本の動向については拙






り上げるキャッシュ・フロー会計も，これらの問題の多くを解消するシステムとして T. A. 























『関西学院商学研究』第27号(平成 2 年 3 月)， pp. 21-24を参照されたい。
(3) 本稿は，キャッシュ・フロー会計に関する Lee の文献の中から，代表的なものと筆者が考える以
下の 2 つの文献を中心に検討している。
T. A. Lee [lJ. 'Reporting Cash Flows and Net Realisable Values' , Accounting and Business 
Research Vol. 11 No. 42 (Spring 1981). 
T. A. Lee [2], Cash Flow Accounting (Van Nostrand Reinhold (UK) , 1984). 
(鎌田信夫・武田安弘・大雄令純訳 IIT. A.リー現金収支会計一一一売却時価会計との統合一一~ (創成
社， 1989年 9 月))























( 5 ) IUd. , pp. 8-9. (向上訳書， p. 80) 
( 6) Ibid. , pp. 8-9. (同上訳書， p. 80) 
( 7) Ibid. , pp. 8-10. (向上訳書， pp. 9-120) 
(8) たとえば，次の土うな例を考えてみる。
1 単位50ポンドで 6 単位購入し， 1 単位75ポンドで 3単位販売したとしこの資料にもとづき，一般
的な損益計算書とキャッシュ・フロー計算書を作成すると次のようになる。
損益計算書 キャッシュ・フロー計算書
売上高 225 売上高 150 
差引:売上原価 150 差ヲい売上原価 300 







Ibid. , pp. 8-9. (向上訳書， pp. 9-10 0 ) の設例を参考にしている。














Lee のアプローチを背景にしたキャッシュ・フロー会計の構想は， 基本的には， 実際の現金
資源の収入と支出に基礎をおくキヤヅシュ・フロー会計 (Cash Flow Accounting) と，正














(10) T. A. Lee [1] , O.ρ. cit. , p. 164. 
T. A. Lee [2] , O.ρ. cit. , pp. 74-83. (前掲訳書， pp. 97-1090) 




(13) T. A. Lee [1] , 0ρ. cit. , p. 164. 




































































(16) T. A. Lee [2J , 0ρ . cit. , Pp. 65-69. (前掲訳書， pp. 49-520) 
(17) T. A. Lee [lJ , 0ρ. cit. , p. 164. 

























|期韻借対照表 ωI : I 総キャッシュ・フ日博書い1)I : I 期末貸借対照表白1)
<資産> i <資産>




く負債・資本> i i <負債・資本>
短期債務 H 潜在的キャッシュ・アウトフロー ト短期債務







































T. A. Lee [2]. o.ρ. cit. , pp. 51-52. (前掲訳書， pp. 67-680) 





;EOOO ;EOOO ;EOOO 
実現した現金資源 5 実現キャッシュ・フロー 39 実現した現金資源 44 
容易に実現可能な資源 潜在的キカャ日 v シュ・フロ 容易に実現可能な資産
43 ーの増 17 60 
容易に実現可能でない 潜在的キカャ日 ッシュ・フロ 容産易に実現可能でない資資産 18 ーの増 12 30 
実現不能資産 潜在的キカャ日 ッシュ・フロ 実現不能資産ーの増
66 68 134 
短期債務 32 追加的な信用の受け入れ 18 短期債務 50 
長期債務 10 追加的な借入 8 長期債務 18 
無期限債務 24 追加的な資産の発生 42 無期限債務 66 

















実現キャ γ シュ・フロー計算書は，当該会計期間の実際のキヤヅシュ・インフローとキャ γ
(21) Lee は， これらの計算書を統一的な名称を用いておらず，文献によって様々な名称で呼んでいる。
本稿では計算書の内容に最も適合していると考えられる名称を付した。
(22) T. A. Lee [1] , O.ρ . cit. , p. 166. 









差引:借入に関する利息の支払 * * 
税引前キャッシュ・フロー * * 
差引:税金支払 * * 
分配可能キャッシュ・フロー * * 
差引:配当金の支払 * * 
投資に利用可能な営業キャッシュ・フロー * * 
加算:長期借入金からの受領 * * 
投資に利用可能な総キャッシュ・フロー * * 
差引:新規建物に対する現金の支払 * * 


























































(25) T. A. Lee [lJ , 0ρ . cit. , pp. 167, 169. 
T. A. Lee [2J , 0ρ. cit. , pp. 55-56, 63-64. (前掲訳書， pp. 73-74. 82-840) 
(26) Ibid. [1], pp. 166-167. 






























































土地および建物 1 1 
実現可能性の低い純資産
仕掛品 15 











t1 および t2 現在
資産 t1 t2 
J: 000 J: 000 
実現現金資産
現金および銀行預金残高 5 44 
容易に実現可能な非現金資源
売掛金 1 18 
完成品 10 18 
車両運搬具 10 4 
土地および建物 12 20 
43 60 
容易に実現可能でない非現金資源
仕掛品 9 24 







買掛金 9 18 
内国収税局に支払われるべき税金 13 20 
所有主に支払われるべき分配金 10 12 
32 50 
長期債務
商業銀行からの借入 10 18 
無期限債務







会計期間 t1 一 t2
































































































(謝辞〉 筆者は，奈良産業大学経済学会より平成 3 年度研究補助を受けたが，本研究はその
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(27) FASB の概念フレームワークにおけるキャッシュ・フロー情報の位置づけについては，詳しくは，
拙稿 íFASB におけるキャッシュ・フロー情報の有用性に関する一考察-FASB概念構造を中心と
して一J IT'関西学院商学研究』第26号 (1989年12月〉を参照されたい。
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